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室温補正式電気掛毛布使用時の睡眠環境に関する実態

　　　奈良女大家政　梁瀬度子　○岡田モリエ　磯田憲生
　　　松下住設機器（株）篠田英穂　　東北電力（株）渡辺壽夫

住　居　195

　調査方法　調査は東北７県の在住者100名に、冬季に於て室温補正式電気掛毛布を使用
させ、入・起床時の寝室の環境、睡眠中の毛布の目盛調節、睡眠の状態及び使用感などを
起床時にアンケート用紙に回答させる方法をとった。毛布着用テスト期間は昭和58年11月

下旬から昭和59年2月上旬までの約80日間とし、この期間中の11月下旬、12月中旬、2月

上旬の３回にわたり同一対象者に連続して５日ずつアンケートに記入させた。

　結果及び考察　調査対象者は健康的で規則正しい生活を送っている人が大部分である。
寝室の起床時温度は11月6～9°c、12月３～6°c、２月０～3'cが最も多く、低温環境下

での就寝が行われている。室温の時期的変化に伴い寝具の組合せ枚数及び厚みが増加する
傾向がみられた。また、起床室温と電気毛布目盛の間には、高い相関がみられるのに対し
、室温較差（入床時ヨ起床時）と目盛の間には関係がみられないことから、室温変化に応
じて温度制御機構を持つ毛布の性能かよく働いている。睡眠中の覚醒原因はトイレが最も
多い。寒さによる中途覚醒のある時は睡眠満足度はかなり低い。また、ノドの乾きの訴え
は毛布目盛がやや高め、または室温変化の大きい場合に多い。

D 22 　　　　　　寝床気候の快適性に関する研究（第3報）
一高温環境下での寝床面温度が寝床気候及び睡眠経過に及ぼす影響一
　　　　　　　　奈良女大家政　岡田モリエ　磯田憲生　梁瀬度子
　　　　　　　　商品科学研　○八島直子

　目的　睡眠中の快適な寝床内環境をつくり出すための温熱指標を得る目的で各室温にお

いて、寝床面温度をコントロールする方法を採用して実験を行っているが、冬季（1.2報）

にひき続き、本報では夏季の高温環境下で、省エネルギー的にも有効と考えられる寝床面
冷房実験を行い寝床気候及び睡眠経過に及ぼす影響をみた。

　実験方法　設定寝床面温度（床面温）は23・26・29・32℃の４段階、実験室は気温21℃
　・湿度10%、測定期間は1983年7-9月である。測定項目は、前報1. 2)に追加して脳波及

び入・起床前後の体重測定を行った。詳細は前報1,2）に示すとおりである。なお、掛用寝
具は毛布１枚とした。

　結果及び考察　感覚申告では、寝床面温23 ・26℃が好ましいとしており、26'cと29℃の
間に快適から不快に移る変化点が見られた。また、被験者の睡眠中の体温調節のタイプに

は、主として水分蒸発放熱量の増加をはかるタイプと体動頻度・暴露面積の増加による２
つのタイプが見られ、それらの増加は床面温29°c以上で顕著となり、積極的放熱が行われ

るようになる。その際の平均熱流量は冬季の場合と同様約20kcal／㎡hとなった。
　以上、感覚申告とも合わせ考えると床面温29°c以上は好ましくないと考える。
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